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香川大学法学会講演会を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つきましては、是非取材くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

演 題：「オランダの刑罰制度(The criminal sanctioning system in the Netherlands)」 

     【英語による講演、通訳あり】 

講 師：ルーカス･ノヨン氏 

（オランダ最高裁判所調査官・アムステルダム地方裁判所裁判官） 

通訳：平野 美紀 教授(香川大学法学部) 

 

日 時：令和 6(2024)年 11月 5日（火）10:30～12:00 

場 所：香川大学法学部 第 3講義室（幸町南 6号館 2階） 

参加費：無料  

主 催：香川大学法学会 

共 催：香川大学法学部 

 

＜講演者紹介＞ 

ルーカス・ノヨン（Dr.Lucas NOYON）氏 

 オランダ最高裁判所調査官、アムステルダム地方裁判所裁判官。 

2021年に博士論文‘Criminal justice and public opinion. An inquiry into the  

relationship between  

the criminal justice system and the public’で Modderman Prize 2022を受賞。 

 

 

 

 

 

 

 

香川大学法学会は、法や政治を幅広い視野で考えるため、毎年学外からゲスト・スピー

カーを招いて講演会を開催しています。 

刑法改正により 2025年から拘禁刑が導入され、日本の刑罰制度は大きな変革期を迎えて

います。この状況を踏まえ、今回は、オランダ最高裁判所調査官・アムステルダム地方裁判

所裁判官のルーカス・ノヨン氏をお招きし、「オランダの刑罰制度(The criminal 

sanctioning system in the Netherlands)」をテーマにご講演頂き、刑事司法制度におい

て、さまざまな先進的試みをしているオランダの刑罰制度を学び、改めて日本の刑罰制度

について考えてみたいと思います。 

本学の学生・院生・教員のほか、学外からの参加も歓迎します。 

 お問い合わせ先  

香川大学法学部資料室         (TEL: 087-832-1744） 

E-mail: lawmate@kagawa-u.ac.jp 

香川大学法学部 平野美紀研究室 (TEL: 087-832-1716) 

E-mail: hirano.miki@kagawa-u.ac.jp 

  

 

 


